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1. はじめに 

テラヘルツ波は，分析，通信，セキュリティ

など様々な分野における応用が見込まれてい

る.テラヘルツ光源の一つに，トンネル接合型

テラヘルツ光源が考案されている[1]．一般に

トンネル接合は薄膜で形成され，トンネル電流

は基板に垂直方向となるため，放射されるテラ

ヘルツ波は面内方向が主で，面に垂直な方向に

は放射しない．本研究では，基板に垂直な方向

に取り出せる指向性アンテナを設計した．光源

にアンテナを設計，放射されたテラヘルツ波を

取り出すことで，小型かつ指向性の高いテラヘ

ルツ波光源の実現を目指している． 

2. 計算モデル 

本研究で提案している指向性アンテナを

Fig.1 に示す．時間領域差分（FDTD）法を用い

て，指向性アンテナの中央にトンネル接合型テ

ラヘルツ光源を想定した双極子光源（3THz）を

配置し，サイズパラメータを変化させたときの

アンテナ面に垂直な Z 方向の遠方界強度と指

向性利得を算出した． 

3. 結果と考察 

グレーティング周期：𝑝を変化させたときの遠

方界強度と指向性利得を Fig.2 に示す．

𝑝＝100𝜇𝑚のとき (幅 :ｗ＝𝑝/2𝜇𝑚，深さ：

𝑑＝20𝜇𝑚)，遠方界強度,指向性利得が極大とな

った．これはグレーティング周期が入射波長の

3THz（100𝜇𝑚）と一致しており，グレーティン

グ表面に沿って伝搬する光を上方向に回折し

ているためである． 

Fig.1 Model of directional antenna for tunnel 

junction terahertz light source  

Fig.2 Grating period dependence of far-field 

Intensity and directional gain by FDTD method 
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